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Information

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～
▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ

　
市政情報番組　　毎週土曜日　８：55～

　
福島放送　　　　12月11日㈰　11：55～
福島中央テレビ　　　17日㈯　９：25～
福島テレビ　　　　　18日㈰　13：55～
テレビユー福島　　　24日㈯　９：25～

ふるさと発信課広報グループ　
☎22－7402　　22－7469

いわき市の
人口と面積

　人　口　347,484人　（－ 105）
　　男　　171,738人　（－ 13）
　　女　　175,746人　（－ 92）
　世帯数　142,134世帯（＋ 66）
　面　積　1, 232. 02㎢
　平成28年11月１日現在／(前月比）

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

ラジオ福島（1431K㎐）

今月の納期（納期限12月26日㈪）
固定資産税・都市計画税　　　第３期
下水道事業受益者負担金　　　第３期
国民健康保険税　　　　　　　第４期
介護保険料（第１号被保険者）第６期
後期高齢者医療保険料（※）　第５期
（※納期限は１月４日㈬となります。）

とき　 ところ　 料金　 時間　 対象　 募集定員　
申し込み方法　 講師　 申込期間・期限　

新
春
市
民
交
歓
会
を
開
催

　

秘
書
課

☎
22
・
７
４
０
０

　

新
春
を
共
に
祝
い
、
お
互
い

の
健
勝
と
本
市
の
復
興
な
ら
び

に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
念
す
る

た
め
、
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
方
や
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

来
年
１
月
５
日
㈭　

16
時
〜

18
時パ

レ
ス
い
わ
や

２
千
円

65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保

険
の
適
用
対
象
に

　

平
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　

☎
23
・
１
４
２
１

　

来
年
一
月
か
ら
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以

上
で
、
三
十
一
日
以
上
の
雇
用

の
見
込
み
が
あ
る
六
十
五
歳
以

上
の
方
も
、
原
則
、
雇
用
保
険

の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
３
級
指
導
士
養
成
講
座

な
ど
の
受
講
者

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
事
業

　

推
進
係　

☎
22
・
７
４
６
５

　
　
　
　
　

22
・
１
２
８
９

　

chiikihoukatsu-care@

　

city.iw
aki.fukushim

a.jp

○
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

３
級
指
導
士
養
成
講
座

来
年
１
月
６
日
〜
30
日
の

月
・
水
・
金
曜
日
（
１
月
９
日

を
除
く
）
（
全
10
回
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
内
居
住
者
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
意
欲
が
あ

り
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

16
人
（
先
着
順
）

12
月
15
日
㈭
８
時
30
分
か
ら

同
課
へ
☎
で

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

座／

来
年
１
月
28
日
㈯　

14

時
〜
16
時
／
勿
来
市
民
会
館

櫛
田
優
子
（
認
知
症
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
）

70
人
（
先
着
順
）

／

同
課
、
各
支
所
・
地
区

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
〒
９
７
０
―
８
６
８

６　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ

（

可
）
／
12
月
19
日
㈪
〜

来
年
１
月
20
日
㈮
必
着

市
民
の
ひ
ろ
ば
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ま
た
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
へ
の

理
解
や
、
活
動
に
賛
同
し
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
が
加
わ
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

郷
土
に
対
す
る
思
い
を
感
じ
て
お
り
、
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
に
、
遠
野
町
の
良
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
「
継
続
は
力
な
り
」
の

た
と
え
の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、

無
理
な
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
遠
野
町
を
離
れ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
将
来
、
帰
省
し
た
と
き
に
、
子
ど
も

の
頃
に
遊
ん
だ
八
潮
見
城
跡
に
登
り
、
ま

た
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
癒
や
し
の
空
間
に
も
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
季
を
通
し
て
味
わ
い
の
あ
る
八
潮
見

城
跡
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
訪
れ
る
方
が
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
る

よ
う
、
城
跡
に
整
備
し
た
散
策
路
の
除
草

や
倒
木
の
除
去
、
案
内
板
の
設
置
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
遠
野
地
区
の
小
・
中
学
校
が

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
行
う
、
八
潮
見

城
跡
へ
の
登
山
な
ど
に
参
加
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
歴
史
や
自
然
の
豊
か
さ
な
ど
を
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
八
潮
見
城
跡
を
訪
れ
た
方
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
」
「
心
が
癒
や
さ
れ
た
」
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
八
潮

見
城
跡
と
そ
の
歴
史
に
興
味
や
愛
着
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
な
ど
、
活
動
を
続
け

て
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
八
潮
見
城
探
検
隊
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
八
潮
見
城
探
検
隊
は
、
八
潮
見
城
跡
の

保
存
と
環
境
整
備
を
目
的
に
、
平
成
十
三

年
に
結
成
し
、
約
四
十
人
の
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
と
共
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
八
潮
見
城
跡
は
、
上
遠
野
中
学
校
の
裏

山
に
あ
り
、
石
垣
や
土
塁
、
井
戸
跡
な
ど

の
遺
構
が
残
る
市
指
定
史
跡
で
す
。
正
式

に
は
上
遠
野
城
で
す
が
、
晴
れ
た
日
に
は

城
跡
の
見
晴
ら
し
台
か
ら
、
い
わ
き
七
浜

と
北
茨
城
の
海
岸
の
一
部
、
八
つ
の
潮
路

が
見
渡
せ
る
こ
と
か
ら
「
八
潮
見
城
」
と

呼
ば
れ
、
遠
野
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
史
跡
を
後
世
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
多

く
の
方
に
遠
野
町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

市民のひろば
232

市民のひろば ～地域が輝く！明るく 元気な いわき～

　遠野地区にある八潮見城（正式名称：上遠野城）跡の保存・
継承のため、環境整備を行っている「中世古城“八潮見城探検
隊”」隊長の矢渡伊佐夫さんに、活動の内容などについて、イ
ンタビューした内容をお伝えします。

八潮見城跡への登山を通して、ふるさとの歴
史に理解を深める小学生

四季を通して楽しめるよう、定期的に散策路
などの環境整備を実施

矢渡伊佐夫さん（中世古城“八潮見城探検
隊”隊長）

や　しお　み
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試験日　 申込期間・期限　 とき　 時間　 募集定員　 料金　
申し込み方法　 対象　 ところ　 内容　

＝
来
年
１
月
14
日
・
21
日
、
２

月
４
日
・
25
日
、
３
月
11
日
の

土
曜
日
（
全
５
回
）　

④
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
＝
来
年
１

月
18
日
、
２
月
１
日
・
15
日
、

３
月
１
日
の
水
曜
日
（
全
４

回
）　

⑤
パ
ソ
コ
ン
で
写
真
・

動
画
の
編
集
＝
来
年
１
月
22
日

㈰　

⑥
新
聞
紙
で
お
も
ち
ゃ
作

り
＝
来
年
１
月
28
日
㈯

①
＝
10
時
〜
正
午　

②
＝
18

時
30
分
〜
20
時　

③
④
＝
14
時

〜
16
時　

⑤
＝
10
時
〜
12
時
30

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

市
民
講
座
の
受
講
者

　
　
　
　
　

☎
37
・
８
８
８
８

　
　
　
　
　

22
・
５
５
５
５

　
　
　
　
　

info@
isgp.jp

①
七
宝
で
作
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
＝
来
年
１
月
７
日
㈯
・
14

日
㈯
（
全
２
回
）　

②
朗
読
教

室
＝
来
年
１
月
11
日
・
25
日
、

２
月
８
日
・
22
日
、
３
月
８

日
・
22
日
の
水
曜
日
（
全
６

回
）　

③
い
わ
き
再
発
見
講
座

料
理
教
室
の
参
加
者

　

中
央
卸
売
市
場
協
会

　
　
　
　
　

☎
29
・
６
１
４
５

①
ハ
ク
サ
イ
と
肉
団
子
の
旨

煮
＝
来
年
１
月
11
日
㈬　

②
ア

ン
コ
ウ
の
ど
ぶ
汁
＝
来
年
２
月

８
日
㈬

13
時
〜
15
時

中
央
卸
売
市
場
研
修
室

36
人
（
先
着
順
）

千
円

12
月
15
日
㈭
以
降
の
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
９
時
か
ら
15

時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
同
協

会
へ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ
第
４
期
入
試
の
受
験
者

　
　
　
　
　

☎
56
・
０
７
１
１

来
年
２
月
２
日
㈭

12
月
16
日
㈮
〜
来
年
１
月
25

日
㈬

※
詳
し
く
は
、
同
カ
レ
ッ
ジ
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
受
講
者

☎
22
・
５
６
６
７

①
バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ト
ル
作
り
＝
来
年
１
月

８
日
㈰　

②
グ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ

ン
グ
＝
来
年
１
月
15
日
㈰　

③

色
鉛
筆
画
教
室
＝
来
年
１
月
15

日
㈰　

④
エ
ッ
グ
ポ
マ
ン
ダ
ー

作
り
＝
来
年
１
月
15
日
㈰　

⑤

多
肉
植
物
の
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り

＝
来
年
１
月
18
日
㈬　

⑥
春
の

バ
ラ
の
手
入
れ
講
座
＝
来
年
１

月
22
日
㈰　

⑦
室
内
用
花
鉢
作

り
＝
来
年
１
月
28
日
㈯

①
②
③
＝
10
時
〜
正
午　

④

⑦
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

⑤
＝
10
時
〜
正
午
（
１
回
目
）
、

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
２
回

目
）　

⑥
＝
９
時
30
分
〜
正
午

①
③
④
⑦
＝
20
人　

②
＝
12

人　

⑤
＝
各
20
人　

⑥
＝
30
人

分　

⑥
＝
10
時
30
分
〜
正
午　

①
②
③
④
⑤
＝
18
歳
以
上
の

方　

⑥
＝
幼
児
と
保
護
者

①
＝
12
人　

②
＝
10
人　

③

＝
30
人　

④
＝
20
人　

⑤
＝
24

人　

⑥
＝
10
組
（
い
ず
れ
も
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

無
料
（
①
⑤
は
教
材
費
別

途
）ハ

ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・

氏フ
リ

名ガ
ナ

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
９
７
０
―
８
０
２
６

平
字
一
町
目
１　

生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
へ
（
直
接
持
参
・

可
）12

月
20
日
㈫
必
着

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

①
＝
２
千
５
百
円　

②
⑦
＝

２
千
円　

③
＝
８
百
円　

④
⑥

＝
５
百
円　

⑤
＝
各
千
２
百
円

12
月
15
日
㈭
９
時
か
ら
☎
で

自
衛
官

（
高
等
工
科
学
校
生
徒
）

　

自
衛
隊
い
わ
き
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
25
・
８
９
３
２

来
年
４
月
１
日
現
在
、
17
歳

未
満
の
男
性
で
、
中
学
校
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

来
年
１
月
21
日
㈯

来
年
１
月
６
日
㈮

冬休み子ども映画会
総合図書館　☎22－5552

　①小名浜公民館＝12月26日㈪　②植田公
民館＝12月26日㈪　③産業創造館＝12月27
日㈫　④四倉公民館＝12月28日㈬　⑤内郷
公民館＝来年１月４日㈬
　①④＝10時～11時30分　②⑤＝14時～15
時30分　③10時30分～正午（１回目）、13
時30分～15時（２回目）
　町のねずみと田舎
のねずみ、うさぎと
カメ、蛇息子、津波
だ‼身を守れ！、て
ぶくろをかいに、雪
女ユキミダイフク
※いずれも事前の申
　し込みは不要です。

日

時

内

開催

　県と市では、いわき都市計画道路を変更する
に当たり、広く市民の皆さんから意見を聴くた
め、同公聴会を開催します。
　12月20日㈫　18時30分～
　市文化センター
　次のいわき都市計画道路を変更する案　①仁
井田佐糠線　②須賀三枚筬線　③隼人大原線
※傍聴を希望される方は、当日直接会場へお越
　しください。
○都市計画公聴会で意見を述べたい場合
　いわき都市計画区域内に居住している方で、
公聴会で意見を述べたい方は、次のとおり公述
の申し出を行ってください。
　住所・氏名・生年月日・電話番号、意見を述
べようとする理由と意見の要旨を記入した公述
申出書（Ａ４判で400字程度）を、同課へ提出
（①②は勿来支所経済土木課、①はいわき建設
事務所企画調査課、③は小名浜支所経済土木課
にそれぞれ提出可）
　12月５日㈪～19日㈪
※公述申出書の中に、同様の意見がある場合な
　どは、公述人を選定する場合があります。
※素案は、12月５日㈪～19日㈪の平日（８時30
　分～17時15分）に公述申出書の提出先で閲覧
　できます。

都市計画課計画係　☎22－7511

都市計画公聴会を開催
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内
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○普通救命講習
　①消防本部＝来年１月15日㈰、５月21日㈰、９月17日
㈰　②勿来消防署＝来年３月19日㈰　③常磐消防署＝来
年７月16日㈰　④小名浜消防署＝来年11月19日㈰
　／　９時～正午／中学生以上
○応急手当ステップアップ講習
　来年２月19日㈰、４月16日㈰、
６月18日㈰、８月20日㈰、10月
15日㈰、12月17日㈰
　／　10時～正午／消防本部
　応急手当WEB講習修了者、救命入門コース参加者
○案内（共通）
　心肺蘇生法、AEDの使用法、止血法の実技
　30人（先着順）
　／　各消防署に備え付けの申込書に記入し、同課また
は各消防署へ提出／各開催日の５日前
※申込書は、市ホームページからも入手できます。

消防本部警防課救急係　☎24－3943
普通救命講習などの受講者
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　市では、交通事故を防止し、安全で快適な
交通環境を確立するため、同計画を策定しま
す。今回、同計画案への意見を、市民の皆さ
んから募集します。
　資料は、市ホームページや同課、本庁舎１
階市民ロビー、各支所の情報公開コーナーで
12月９日㈮から公開します。
　任意の様式に意見・住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を記入し、〒970－8686　市民
生活課へ（直接持参・　　可）
　12月９日㈮～22日㈭必着
※提出された方の個人名などは公表しません。
　匿名は不可。

市民生活課交通安全防犯係　☎22－1152
　　22－7561

　　shiminseikatsu@city.iwaki.fukushima.jp

第10次市交通安全計画（案）
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